
4-4 地盤構造モデルの高度化に関する調査研究

既存の首都圏の浅部地盤の3次元モデルを収集・整理し，それら
の特徴を把握した上で，データの密度が低い地域で浅部地盤デー
タを追加し，より高精度の3次元モデルを作成する．深部地盤につ
いても，既存のモデルから3次元モデルを作成する．両者を矛盾な
く接続するために，中間的な深度の地盤情報を地震記録の分析等
から抽出する．これらを総合して表層から地震基盤に至るシームレ
スは3次元地盤モデルを提案し，広帯域地震動予測に資する．
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首２２－１－２０
平成22年度の実施予定内容

1) 平成２１年度に引き続き，浅部地盤の卓越周期デー
タ、微動観測による深部地盤データの収集を行う。

2) 首都圏に展開されている中感度稠密地震観測
（MeSO-net）での観測記録を用いて，水平/上下スペ
クトル比などの地盤構造に関する情報を抽出する。

3) 抽出した地盤情報を用いて平成２１年度に改良した
表層から地震基盤までの地盤モデルの妥当性を検
証し，必要に応じて地盤モデルの修正を行う。

4) 得られた３次元地盤モデルを用いて中小地震による
地震動のシミュレーションを行い，首都圏での地震動
の伝播特性を明らかにする。

H22年度の実施内容

3次元地下構造モデルの試作

微動の卓越周期

既往の微動探査データ
による深部地盤モデル

増幅特性の同定による
表層地盤モデル（データを追加）

表面波の群速度

地震動シミュレーションの試行

地震記録H/Vの卓越周期

表層～深部地盤モデル

地盤モデルの検討

微動に基づく表層地盤の卓越周期の分布
首都圏のSK-net，K-
NET，KiK-net，JMAの
強震観測点（計834地
点）における微動H/V
スペクトル比から卓越
周期を算出

対象周期：0.05～2.5秒
ピークが認められる点：

550点（明瞭）220点（可能）
ピークが読み取れない点：

64点
利根川や荒川など大規模な
河川沿いの地域で卓越周期
が長い傾向がみられる

今年度は、神奈川
東部＋静岡

表面波成分の群速度の推定

ZZ成分(レイリー波) TT成分(ラブ波)

微動観測記録の地震波干渉法により推定されたGreen関数の表面波成分に

対する群速度を推定する。

レイリー波

ラブ波

レイリー波の群速度と地下構造

山中・山田(2006)では平野外部の情報が少なく、

山岳・海域の詳細なモデルは検討されていない。

山中・山田(2006)による

地震基盤深度マップ

伊豆半島 相模湾

今年度はラブ波の分散とH/Vの検討

静岡東部での観測
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MeSO‐netの記録とH/V
周期４－20秒の東西方向の速度
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2009/08/13 , 40 km, Mj6.5 八丈島東方沖

異なる規模の地震によるH/V比との違い
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Fig. H/V spectral ratio
- MKJ

Fig. H/V spectral ratio
-GSJ

2009/08/13, 40 km, Mj6.5 八丈島東方沖,
2009/08/11, 30 km, Mj4.7 千島列島

地震波コーダH/Vと地下構造
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関東平野の３次元速度構造モデルの変遷

改良版モデルを数値化，差分用離散化⇒地震動シミュレーションへ
改良版モデル

山中・山田(2002) 山中・山田(2006)

Vs1.0km/s層
上面深度分布
：Vs0.5km/s
表層層厚分布

表層Vs分布

※地点数が少な
かった頃は，推定
部分が多かった．

表層Vs均一版均一版モデルによる
周期４４～20s 速度波形の比較

TKY

2010改良版：
2006版からの変化はあまり大きくない

が，継続時間の伸びや最大振幅の改
善化も見られる．

モデル性能比較

表層のS波速度の地域性を

考慮したシミュレーション




